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「JENESYS2024」日本大学生訪中団第 2 陣の記録 

 

１．プログラム概要 

【目的】本事業は、中国日本友好協会の招聘に応じて大学生・大学院生を中国に派遣し、「中国と

のふれあい」をテーマに、大学訪問やテーマに関する視察・交流等を通じて同世代交流を行うこと

で、両国の若者の間に友情を醸成し、相互理解の更なる深化を目的として実施しました。 

 

【参加者】日本の大学生・大学院生等 99名  

【訪問地】中国 北京市、桂林市、広州市 

 

【日程】 

■ プレプログラム（2回） 

2024年 9月 10日（火） 第 1回オンライン事前オリエンテーション 

2024年 11月 5日（火） 第 2回オンライン事前オリエンテーション 

（外務省講演「最近の日中関係」、注意事項等説明） 

■ 派遣プログラム 

2024年 11月 24日（日）～11月 30日（土）6泊 7日 

 

11月 24日（日）北京大興国際空港より中国入国 

11月 25日（月）【視察】万里の長城（居庸関）  

【学校交流】北京第二外国語学院 

【歓迎会】 

11月 26日（火）桂林市へ移動 

【視察】桂林博物館、象鼻山、東西巷 

11月 27日（水）【視察】逍遥楼、靖江王府、溢達紡績有限公司 

【学校交流】桂林航空工業学院 

11月 28日（木）【視察】漓江くだり、桂林市陽朔県西街、歴村 

【報告会】訪中成果・帰国後のアクション・プラン発表 

11月 29日（金）広州へ移動 

【視察】陳氏書院、広州タワー 

【夕食会】 

11月 30日（土）広州白雲空港より中国出国 
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２．記録写真  

 

 

 

2024年 11月 25日（月）【視察】 

万里の長城（居庸関） 

2024年 11月 25日（月）【学校交流】 

北京第二外国語学院 

 

 

2024年 11月 27日（水）【視察】 

靖江王府 

2024年 11月 27日（水）【視察】 

溢達紡績有限公司 

 
 

2024年 11月 27日（水）【学校交流】 

桂林航空工業学院 

2024年 11月 28日（木）【視察】 

漓江くだり 
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2024年 11月 29日（金）【夕食会】  

 

 

３．参加者の感想（抜粋） 

◆中国に行って、私は中国という国の規模の大きさを知りました。日本という小さな島国の尺度で

生きていた私にとって中国の大きな大地は革命でした。移動でかかる時間も桁違いに長く、そして、

行く都市によって気候、風土、季節さえもガラリと違う中国は、同じ国でありながら多様な文化を

認め合っており、一つの国でありながら多くの国家の連合体であるような印象を受けました。また、

中国人の多くは日本に友好的で、優しいということにも驚きました。中国人の方々は、実際に会っ

てみると皆一様に優しく朗らかで、知らない国であるはずなのにとても安心しました。 

 

◆中国は近くて遠い国とよく形容され、実際に訪れると本当にその通りだと思いました。言語は漢

字を使うという点では日本語と同じですが、音は全然違います。人々も日本人より物事をはっきり

言って、仲良くなると一気に距離を縮めてくれます。私は 40 カ国ほど旅をしたことがありますが、

こんなに近いのに、こんなに日本とは違う衝撃を受けた国は初めてでした。大変な社会を生きる大

学生は、私たちにとても優しく温かく接してくれました。桂林の学生はわざわざ私たちのホテルま

で来て、桂林を案内して地元のご飯を奢ってくれ、ガイドさんは私たちが伝統衣装を着るのをお手

伝いしてくれました。この交流まで中国にこんな素敵な人たちがいるとは知らず、胸が熱くなりま

した。だからこそ、口だけではなくて、日本と中国の懸け橋となれるよう、まずは中国語の勉強を続

けたい。そして、中国のことをもっと知りたい。若い世代から両国の関係を改善していきたいと思

いました。 
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◆日本の学生達よりも遥かに深刻な就活難に立ち向かいながら学業に向かう姿勢や、その中でも趣

味や関心のある物事に傾倒する時間を惜しまない姿勢、そしてその対象が数多くの日本のコンテン

ツであることなど、等身大の学生達と関わる中で一人ひとりが自分と同じ若者であるのだという気

づきを得て親近感が湧きました。また、互いに挨拶や簡単な表現などは極力相手の母語で交わそう

とする気配りを見せ合う場面が多々あり、相手に合わせることで敬意を表すといった価値観が共有

されていたと感じました。話し合うことで相互の納得のために一緒に動ける人達であるという信頼

を得ることもできました。将来は海外営業をするという目標を掲げているので、いつか、積極性が

あり誠実さもある中国の人々と一緒に働いてみたいと思いました。 

 

◆大学生との交流、街の人との交流を通して中国人の多くの優しさ、温かさに触れ、同じ人間なの

だと再確認することができました。中国では、ご飯を残すことが良いとされていたり、言語の面で

は破裂音が多く抑揚が大事になってくるためきつく聞こえてしまうなど、日本人はこのような文化

や国の特色を知らず、自分の常識を当てはめて考えてしまっていると思います。現地に実際行って

現地の人々と交流すると全く変わってくる、と思いました。しかし、それは私自身が実際に現地に

行くことができ、自分の身体と目で見て感じ経験することができたからです。ですので、今回の経

験を家族や友人に話し、身近なところから中国への理解を深めていきたいです。また、今回の訪問

を通して、もっと長期的に滞在して、中国のいい部分も悪い部分も経験したいと思いました。 

 

 

４．参加者の対外発信（抜粋）、報道記事等 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2024年 11月 30日（団員の SNS） 2024年 11月 30日（団員の SNS） 
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2024年 12月 1日（団員の SNS） 2024年 12月 1日（団員の SNS） 
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５．報告会での訪中成果とアクション・プラン発表 

  

【訪中中の学び】 

広大な土地と圧倒的なスケール、煌びやかな街

並、万里の長城の歴史等に圧倒されました。 

そして、ただ一人の人間として何の偏見もなく

接してくださった中国の人々の親しみに満ちた

態度が嬉しかったです。一方で訪れる先々で優

しさに触れるたび、自分の中にあった考えがい

かに狭く偏ったものであったかを痛感し、申し

訳ない気持ちで一杯で胸が詰まる思いがしまし

た。何かを通してではなく、誰かに聞いたこと

ではなく、事実を自分の目で直接確かめる必要

があると学びました。 

【アクション・プラン】 

これからも両国の発展を願い、様々な情報に惑わ

されることなく、目の前の人の優しさを見失わな

いように生きていきたいです。 

【訪中中の学び】 

「相手の言葉を話すことの効果」について、

昨年の呉江浩大使の日本語ご挨拶拝聴の経験

と重ね合わせ、改めて体感することが出来ま

した。学校訪問時の明木団長のご挨拶が日本

語から中国語に切り替わったその瞬間、今ま

での逐次通訳の中国語を聞いていたときとは

明らかに異なる反応を示す学生を見て、「同じ

内容を伝えるにしても、相手の母国語で伝達

するとこうも違うのか」と、改めて実感しま

した。今回の訪中は、想像以上に気づきの多

い滞在となりました。 

【アクション・プラン】 

「志を同じくするものは山海に隔てられてい

ても分かたれることはない」。この言葉を胸

に、対話の精神を決して忘れず、自分の人生

を邁進していきます。 
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実施団体名：（公財）日中友好会館 

 

 

 

【訪中中の学び】 

私にとってこの中国の旅は成長の旅でした。中

国は、日本と似ているところもあれば、全く異

なっているところもあり、驚くことには事欠か

ない研修となりました。中国の方々は皆優し

く、温かかったのですが、私の中国語が拙いた

め、私は満足に感謝を伝えることもできません

でした。友達になれて嬉しい、もっと話した

い、そう思っても言葉にすることもままなりま

せんでした。素晴らしい皆様と心ゆくまま交流

をできないことは私にとって、とても歯がゆい

ことでした。 

 【アクション・プラン】 

「天の原 ふりさけ見れば 春日なる 三笠の山に 

出でし月かも」これは中国で玄宗皇帝に仕えた阿

倍仲麻呂という人の詩です。どこにいても見える

月は同じ。その感動を分かち合えるよう、中国語

の勉強に努めたいと思います。 

 


